))uw ﬁ%g%%“§ﬁ¥E%H?\¢mﬁ¥ﬂmﬂaBH%ﬁ?&%@@%ﬁ@
= =

51 TUE. AN A 23 AN o0 B R C AN AL TS~ D3 IS DR A X D 72 D D
W T 5 HREFERICOWTHILET,

FErhfEE - BREEEOL HIFHAEICHOVTIL, BAHOIBICEIS Ao
& LT, MEEBROZTIED TN T THREY EMRICIEENRTE 20,
(THORY FITZEboTLEW, fFEEREITESTEZT 5. THMO
AAIVTRONLTINENRLTLE S |, AR LETTIIBICHE SR T
RN EORWN S MRS EEEN L Db nbY £,

FDD, BWEE - BEREOS DIMAEORERMELZEET L Z LI1TK
ITT o, FA—DREATH > THINBAEIZ L > THRERMEORI LB 2
EO D, EEALICE DD TIC, BEERMEN SO L) 2Tl (%) S
BT L00E RABD L Z ENEETT,

A AP Z B L CRE LTl a2 L., MEicmik - s 85
L TWL 72z, B AW O FIHH T3 A TE ~ O s ORI 2 % 72 O FI &
T2 LICFERENPOY, TEFEEH), TPIEROMR . A LR
FORACEMR), MEINTAEENLENLIRE], THoTnD Z EREED
DI &S] ~OFIEDOE BTV HATHE ET,

BARMIZIE, FIEAEIC & o TEAM O 22 WFIH O R N & BERE RIS 3R E
L. A DFEIC L 2 BEAERIIMA~OZELZHE L £, £, Hx 221E
¥rBL TEORBIIRO Z L k) 2L, ABAEICE > T2 ISELIRE
MW—EICE 2 ET,

AN TERNZ
SBENTD

B1—1 HEEF~OBEERT A A—D



TR SEFNMI L, BRI LB 2R ik - B 2 BT D1 DICE T HHDOTH Y |
AR OIHIL, FHECOmM - HAEDOFS & FHEICIS U ISE0BFFIC
VBB A2 EZE L., S EED 10% 005 15%DEE TEBINDLDNRE
FLWTL X I,

HAHOIBONMNE S HIX, K1 —21ZR_T LoD £7,
B AHDFIlHR
Pl ... I
g [ g
QE\ ;Fﬁ %*ﬁ@@ﬁi:@ ......................................................................... I
__ﬁ;éxﬂmnﬁéLur T
ﬁiiﬂ'ﬁ%i_ﬁﬁ??z@f_?!?z

BM1—2 BAHOMESHT (4 4—D)



	表紙
	はじめに
	本書について
	目次
	第1　精神障害・発達障害者への職業訓練における導入期の訓練の意義
	第2　円滑な訓練受講に向けた特性把握と訓練生の自己理解の促進
	１ 精神障害・発達障害の特性について
	（１） 新しい環境、急な変化への対応の苦手さ
	（２） 作業場面でのつまずき
	（３） 対人関係、コミュニケーションの苦手さ

	２ 訓練生の特性の把握のために
	（１） 障害名（診断名）だけに捉われない
	（２） 環境面にも着目する
	（３） 「できていること」にも着目する
	（４） 様々な方法・場面で情報収集する
	（５） 目的・目標を常に意識する

	３ ストレス・疲労について
	（１） ストレス・疲労サインを知る
	（２） ストレス・疲労への対処法を知る
	（３） 自分の傾向を振り返る
	（４） 訓練場面で実践する

	４ 自己理解を深めるために
	（１） 取り組みの意義や目的・目標を明確にする
	（２） 取り組む過程を丁寧に振り返る
	（３） 振り返りの方法を工夫する
	（４） できていること、強みに着目する
	（５） 環境的要因との関連性を整理する


	第3　訓練を安定して受講できるための取り組み
	１ 体調・生活の自己管理に向けた取り組み（生活リズム等の自己管理）
	（１） 生活チェックシートの活用
	（２） 生活チェックシートによる対応例

	２ 相談できる体制の取り組み
	３ 疲れにくい環境への取り組み（適度な休憩等）
	（１） 環境への配慮
	（２） 適度な休憩を職員から促す


	第4　対応法の習得に向けた取り組み（円滑に作業を取り組むための促し）
	１ 行動観察について
	（１） 行動観察の視点
	（２） 行動観察の注意点

	２ 行動に対する考察について
	３ 支援の方法
	（１） 相談（なぜそうなったのか、職員が訓練生の認識を聞き出す）
	（２） 気づきの促し
	（３） 自己決定（訓練生が最善の対応法を選択する）
	（４） 実践（訓練生が対応法を実践する）

	４ 自己理解の可視化
	（１） 支援経過を振り返るためのツール
	（２） 自己理解した内容を整理・まとめるツール

	５ 対応法の活用事例

	第5　導入期の訓練の進め方
	１ 訓練生への情報伝達にあたっての留意点
	（１） 円滑に訓練を開始するための工夫
	（２） 先の見通しをわかりやすく提示するための工夫
	（３） 予定変更伝達時の留意点
	（４） 説明資料作成時の留意点
	（５） 集合場面での全体説明時の留意点


	第6　情報の共有
	１ 入校前の情報共有
	２ 毎日の情報共有
	３ 週単位での情報共有
	４ 月単位での情報共有

	資料編
	資料１
	資料２
	資料３

	おわりに



